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市役所の代表電話番号は　�０４２４－６４－１３１１です　お間違えのないようお願いします

　

平
成　

年
度
中
に
策
定
予
定
の「
農
業
振
興
計
画（
案
）」が

１５

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ
び
市
内
に
事

業
所
等
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

▽
意
見
の
提
出
方
法
・
提
出
先　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、
住
所
・
氏
名
・
案
件
名
（
農
業
振
興
計
画
）
を
必
ず
明

記
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒　

―　

西
東
京
市
役
所
田
無
庁
舎

１８８

８６６６

産
業
振
興
課
あ
て
）

②
フ
ァ
ク
ス
（�
　

・
９
５
８
５
）

６３

③
電
子
メ
ー
ル
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

※
住
所
・
氏
名
の
公
表
は
し
ま
せ
ん
が
、
匿
名
意
見
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
個
別
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

▽
提
出
期
間　

１
月　

日
（
木
）
〜
２
月
５
日
（
木
）（
必

１５

着
）

▽
計
画
（
案
）
の
閲
覧　

計
画
（
案
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
両
庁
舎
１
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

▽
検
討
結
果
の
公
表　

３
月
（
予
定
）

◆
産
業
振
興
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４４１

パブリックコメント（市民意見提出手続制度）のパブリックコメント（市民意見提出手続制度）の
検討結果の概要をお知らせします検討結果の概要をお知らせします

市の検討結果 市民の意見（要約）

前文について

次のように修正します。
江戸時代から青梅街道の宿場町として栄えた歴史のあるま
ちです。

（１）「伝統」という表現

次のように修正します。
わたくしたちは、先人から受け継いだ貴重な遺産や自然の恵み
に感謝し、市民ひとりひとりがいきいきと暮らせるまちを目指し
て、ここに市民憲章を定めます。

（２）「新市制３周年を記念して」
　　という表現

本文について

本文のスタイルとして、Ａ案、Ｂ案の２つのパターンに関
し、以下の点によりＡ案を本文の基本スタイルとします。
・だれにでもわかりやすい内容である
・市民が主人公であることを強調している
・和語により構成され、温かく親しみやすく、かつ心に訴
えかける言葉をつかっている

（１）本文Ａ案とＢ案の取り扱い

文末は、「～したい」とします。
西東京市をよいまちにしようという市民の意志と希望を表
現しています。また、この文末表現は、他の自治体の市民
憲章にも例がありません。

（２）本文文末の取り扱い

市民アンケートの結果を踏まえるとともに、和語を基本と
して条文を構成しています。
「平和」については、すでに非核・平和都市宣言がされて
おり、市民憲章と都市宣言の趣旨を明確にするため、市民
憲章には入れていません。

（３）他のキーワードの追加等

田無市と保谷市の市民憲章がいずれも４か条であったこ
と、また、全国的にも珍しいことから４か条とします。（４）本文の構成（４か条）

「農業振興計画（案）」に対する「農業振興計画（案）」に対する
ご意見を募集しますご意見を募集します
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親子農業体験　じゃがいもどこかな？

食の安心　みんなの健康
 �������� 生活にうるおい
－農家と市民が育てる
 ���� 豊かな農業　西東京－　

� � �

①市民の心と体の健康を支える都
市農業を普及し、農業者、市民
の共通認識をつくる

②農業者がいきいきと働く、農業
経営をつくる

③生産、環境の基盤となる農地を
保全する

④農業者と市民の協力、協働を促
進し、農のあるライフスタイル
をつくる

� � � �

　都市農業は、安全で新鮮な農
産物を市民に供給するととも
に、自然環境としての緑の供給
源や防災機能など、さまざまな
役割を果たしています。そして、
農業者・農業団体、市民・市民
団体、行政等がそれぞれの役割
を踏まえ、相互理解、協力、協
働することにより、維持、発展
していくものといえます。
　この計画は、このような状況
を踏まえ、平成１６年度～２５年度
の１０年間を計画期間として、西
東京市農業の振興を図るために
策定するものです。

�����

　将来像を実現するために「市民と進める農地保全」、「魅力ある農
業経営の促進」、「多様な担い手の育成」、「市民に身近な生産加工流
通体制づくり」、「農家と市民の交流の促進」の５つを柱として、計
画の体系を組み立てるとともに、行政が主体となる推進プロジェク
トと、農業者や市民等が主体となるアクションプランを設定します。
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現
在
、
東
京
都
で
は
都
市
計
画
道
路
３
・
２

・
６
号
調
布
保
谷
線
沿
道
の
用
途
地
域
を
変
更

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
頂
く
た
め
に
、説
明

会
を
２
月
上
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 
説
明
会
の
詳
細
は
、
２
月
１
日
号
の
市
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
都
市
計
画
局
土
地
利
用
計

画
課
（�
　

･
５
３
２
１
･
１
１
１
１
内
線　

０３

３０

―　

）
２６５

◆
都
市
計
画
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2413

調
布
保
谷
線
沿
道
の

用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
設
定

将来像：食の安心　みんなの健康　生活にうるおい
　　　―農家と市民が育てる豊かな農業　西東京―

安全な農産物の供給
地域ブランドの確立
特色ある直売の検討・実施
多様な流通販売体制づくり
消費者ニーズの的確な把握

情報・交流の場づくり
年齢・階層に応じた農業体験の場づくり
農を活かしたまちづくり

後継者の確保、育成
女性農業者の活動の支援
高齢農業者の支援
市民による援農体制づくり

農業経営体の育成
経営管理の合理化の促進
営農形態に応じた支援の導入
農業関係団体の交流と育成

生産緑地の保全
多面的機能を活かした農地保全

市民に身近な生産加工流通体制づくり

農家と市民の交流の促進

多様な担い手の育成

魅力ある農業経営の促進

市民と進める農地保全

　

昨
年　

月
１
日
〜　

日
に
実
施
し
た
「
西
東
京
市
市
民
憲
章
素
案
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

１１

１４

メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）
の
検
討
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、　

人
の
方
か
ら
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

２８

　

検
討
結
果
の
全
内
容
は
、
両
庁
舎
１
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１２０

「西東京市市民憲章素案」の「西東京市市民憲章素案」の 環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会

環
境
審
議
会
がががががががががが
「「「「「「「「「「
西西西西西西西西西西
東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京
市市市市市市市市市市
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
基基基基基基基基基基

が
「
西
東
京
市
環
境
基

本本本本本本本本本本
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画
（（（（（（（（（（
答答答答答答答答答答
申申申申申申申申申申
））））））））））」」」」」」」」」」
をををををををををを

本
計
画
（
答
申
）」
を
市市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長
へへへへへへへへへへ
提提提提提提提提提提

市
長
へ
提
出出出出出出出出出出出

　
　

月　

日
、
環
境
審
議
会
（
矢
内
秋
生
会
長
）
は
、

１２

22

西
東
京
市
環
境
基
本
計
画
の
最
終
答
申
を
市
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。市
で
は
、こ
の
答
申

を
基
本
に
し
て
、
本
年
３
月
末

を
目
途
に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

な
お
、「
環
境
基
本
計
画
（
最

終
答
申
）」
の
全
文
は
、
両
庁
舎

１
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
環
境
保
全
課（
�保
 
�
内
線　

）
２２１４


